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農
業
委
員
会
の
制
度
が
　  

わ
り
ま
す

12月
 議会

議員
　

農
業
委
員
を
11
名
、
推
進
委
員

を
８
名
に
し
た
根
拠
は
。

課長
　

農
業
委
員
は
現
委
員
数
と
農
地

面
積
か
ら
、
大
堰
校
区
３
、
本
郷
３
、

大
刀
洗
３
、
菊
池
２
。
推
進
委
員

は
校
区
全
体
の
活
動
が
必
要
で
あ

り
、
菊
池
は
放
棄
地
が
多
い
た
め
、

各
校
区
２
名
の
合
計
８
名
と
し
た
。

議員
　

任
命
ま
で
の
選
出
方
法
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
は
。

課長
　

地
域
か
ら
の
推
薦
を
基
本
と
す

る
が
、
あ
る
程
度
条
件
を
つ
け
て

こ
う
い
う
方
を
と
推
薦
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

議員
　

選
出
の
方
法
を
町
長
の
任
命
制

に
変
更
と
い
う
こ
と
だ
が
、
女
性

委
員
登
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

課長
　

各
校
区
に
女
性
１
人
の
推
薦
を

強
く
お
願
い
し
、
４
名
の
女
性
農

業
委
員
の
誕
生
を
目
指
し
た
い
。

議員
　

農
業
委
員
と
推
進
委
員
の
仕
事

内
容
は
。

課長
　

農
業
委
員
は
新
体
制
以
降
も
総

会
で
の
意
思
決
定
と
現
場
活
動
を
、

推
進
委
員
は
現
場
活
動
と
委
員
会

へ
の
毎
回
出
席
を
求
め
る
予
定
。

両
委
員
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
と
同

じ
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

　

本
条
例
の
制
定
に
と
も
な
い
、
委

員
定
数
条
例
、
推
薦
に
関
す
る
条
例

は
廃
止
し
ま
し
た
。

役割の強化1
　権利移動など許可業務に加え、農
地利用の最適化の推進が必須業務に
なります。

選出方法の変更3
　従来の選挙から町長が議会の同意
を得て任命する方式に変わります。
認定農業者が過半数であること、女
性や青年の登用促進も求められてい
ます。

農地利用最適化
　推進委員の新設2

　農地利用の最適化（集約化、遊休
農地の発生防止・解消、新規参入の
促進）に取り組む体制を強化します。
各校区２名、合計８名に推進委員を
委嘱し、農業委員 11 名とあわせて
農業委員会は19名体制とします。

改正の
主な ポ イ ン ト

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
お
も
な
業
務
、

選
出
の
方
法
な
ど
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
現
在
17
名
の
農
業
委
員
を
11
名
に
減

ら
し
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
８
名
が
加
わ
り
ま
す
。

変

討 

論

※
賛
成
10
、反
対
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

反 対
（平山）

賛 成
（平田 康）

　

農
業
委
員
は
半
減
さ
れ
、
農

地
の
番
人
と
し
て
の
役
割
が
弱

体
化
す
る
。
選
挙
廃
止
に
よ
る

独
立
性
に
も
不
安
が
あ
り
、
人

選
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
課

題
が
多
い
。

　

農
地
の
集
積
化
、
遊
休
化
の

防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
め

る
。
委
員
に
は
認
定
農
業
者
を

過
半
数
、
女
性
、
青
年
の
登
用

も
検
討
さ
れ
、
委
員
会
の
充
実

が
期
待
で
き
る
。
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12
月
議
会
は
６
日
か
ら
15

日
ま
で
の
10
日
間
開
催
し
、

農
業
委
員
会
や
税
条
例
の
改

正
、補
正
予
算
な
ど
18
件
を

審
議
し
、い
ず
れ
も
可
決
し

ま
し
た
。

耕作放棄地への対策も急務



ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が 

急 

増

補正
予算

議員
　

中
学
生
向
け
テ
ス
ト
の
内
容
は
。

３
年
生
に
は
時
期
が
遅
い
の
で
は
。

教育長
　

志
望
校
へ
の
合
格
率
を
客
観
的

に
判
定
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
。
進

路
目
標
を
持
た
せ
て
学
力
向
上
に

つ
な
げ
た
い
。
３
年
生
は
10
月
ご

ろ
実
施
が
好
ま
し
い
の
で
次
年
度

は
当
初
予
算
で
計
上
し
た
い
。

議員
　

農
村
環
境
整
備
費
597
万
円
と
は
。

暗
渠
排
水
の
農
家
負
担
は
ど
う
な

る
か
。

課長
　

29
年
度
に
国
の
補
助
で
暗
渠
排

水
工
事
を
し
た
圃ほ

場
に
、
さ
ら
に

農
業
者
自
身
が
弾
丸
暗
渠
を
行
っ

た
場
合
の
県
か
ら
の
補
助
金
。
実

質
の
農
家
負
担
は
10
ア
ー
ル
当
た

り
１
万
円
と
な
る
。

議員
　

本
郷
の
町
営
住
宅
は
空
き
室
の

期
間
が
長
い
の
で
は
な
い
か
。
入

居
希
望
者
は
多
い
と
思
う
が
。

課長
　

上
高
橋
町
営
住
宅
入
居
者
の
移

転
先
確
保
の
た
め
空
け
て
い
た
。

今
後
、
改
修
な
ど
適
正
管
理
に
努

め
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、議
決
事
件
の
追
加
、

税
条
例
の
改
正
、
費
用
弁
償
の
制
定

な
ど
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
は
、
４
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
収
入
は
１
億
円
を
増
額
し
、
合
計
で
２
億
円
を
超
え
る
見
込
み

で
す
。
お
も
な
追
加
は
表
の
と
お
り
で
す
。

※
議
会
閉
会
後
、
寄
附
金
が
急
増
し
１
月
５
日
時
点
で
の
総
額
は

５
億
２
３
０
０
万
円
を
超
え
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

年金制度の改善に
関する意見書

請願者
全日本年金者組合
福岡県本部　
小郡大刀洗支部長

紹介議員　　　平山　賢治

　高齢者の生活安定の観点から、
年金は毎月支給が先進諸国の標準
である。雇用終了後の生活安定、
若者からの年金への信頼を高める
ためにも持続可能な制度への改善
が求められる。

①年金を毎月支給に改めること。

②支給開始年齢のこれ以上の引き
上げは行わないこと。

全会一致で採択し、
関係大臣に意見書を送付し
ました。

増減額 合計額

一般会計 1億7987万円 65億714万円

国保会計 1億2991万円 21億5568万円

後期高齢者会計 △180万円 1億9449万円

下水道会計 20万円 7億1087万円

追加額 内　容
ふるさと応援寄附金委託料 5200万円 返礼品にかかる費用

基金に積み立て 4800万円 寄附金の増のため

学力検査委託料 133万円 中学生テスト費用

障害者自立支援費 2032万円 通所支援費増のため

保育園運営費 3020万円 入所児童増のため

暗
あんきょ

渠排水整備費 597万円 県からの整備補助金

町営住宅管理費 145万円 修繕費用（２室分）

国保・療養給付費 １億円 入院医療費の増のため

補正予算のおもな追加分

12月議会での各会計の補正

固
定
資
産
評
価
委
員

たちあらい 議会だより  第157号
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人　事

請願・意見書

弥永　 脩
おさむ

　さん（再）
任期は29年12月から３年間。



　12
月
定
例
会
後
、議
会
運
営
委
員
会

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

声

　多額の補正予算が組まれていた
が、大きな事業は３月の当初予算
で計上するべきでは。

　ふるさと納税が予想以上に伸び
たので1億円の増額。返礼品の予
算も組まなければなりません。国
保会計では重篤な入院患者が増え
て医療費が伸びています。

　本郷保育園の土地購入に関す
る予算が計上されていたが、緊
急性があるのか。

　当初の計画に変更があり、病
後児保育センターはそのまま活
用することになったため、新た
に土地購入のための測量委託料
が計上されました。

　議会だよりに住民団体との懇
談が載るようになり、興味深く
読んでいる。

　意見をお聞きするだけではな
く、議会の公式見解としてきち
んと回答できるような仕組みを
模索しています。

　副町長と教育長が政治倫理条例
の対象から外されたが、議会とし
てどう判断したのか。

　賛成議員の間でも議論になり
ましたが、改正後は選挙で選ば
れた人のみを条例の対象としま
した。

　
大
木
町
庁
舎
に
お
い

て
、
県
南
３
町
の
議
員
合

同
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教

授
か
ら
地
方
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

新
た
な
議
会
運
営
の

　
　
　
　
３
つ
の
原
則

・
住
民
に
開
か
れ
、
住
民
参
加
を

促
進
し
住
民
と
歩
む
議
会
へ

・
質
問
・
質
疑
だ
け
の
場
か
ら
、
議

員
間
討
議
を
重
視
す
る
議
会
へ

・
追
認
機
関
で
は
な
く
、
首
長
と
政

策
競
争
す
る
議
会
へ

議
会
の
権
限

・
条
例（
自
治
体
の
法
律
）の
制
定
・

改
廃

・
予
算
を
定
め
、
決
算
を
認
定

・
主
要
な
計
画
や
執
行
の
承
認

な
ど
、
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
独
善
性
を
排
除
す
る
た

め
、
調
査
研
究
を
お
こ
な
い
、
住

民
と
意
見
を
交
換
し
て
決
定
す
る

こ
と
が
重
要
。

　
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
の
議
会
改
革
で
あ
る
こ
と
。

議
員
の
定
数
・
報
酬
な
ど
も
住
民

と
と
も
に
議
論
し
、
考
え
る
こ
と
。

ま
た
事
務
局
や
議
会
図
書
室
の
充

実
、
主
権
者
教
育
推
進
の
た
め
学

校
と
の
連
携
な
ど
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
・
議
員
の
役
割
」

〜
議
会
改
革
を
住
民
福
祉
の
向
上
に
〜

大
刀
洗
町
・
大
木
町
・
広
川
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
同
研
修
会

モ

議

モ

議

モ

議

モ

議

11
8

　

長
野
議
員
か
ら
政
治
倫
理
条
例
の
改
正
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
　
　

（
平
田
利
治
）
副
町
長
、
教
育
長

に
も
強
い
権
限
が
あ
る
の
で
、
工

事
遵
守
事
項
か
ら
除
外
す
る
の
は

問
題
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

（
長
野
）
不
正
に
つ
い
て
の
捜
査

は
警
察
や
検
察
の
仕
事
で
あ
る
。

副
町
長
、
教
育
長
が
、
工
事
に
親

族
関
連
企
業
を
使
う
よ
う
な
働
き

か
け
や
疑
い
を
招
く
言
動
は
し
な

い
と
善
意
に
考
え
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
７
対
４
の
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

政
治
倫
理
条
例
を
改 

正

議員
発議

提
案
内
容

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

条 例 な ど

議決事件の追加、税条例、証人などの実費弁償（３件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

農業委員定数変更、費用弁償の制定（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ -

職員給与の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

政治倫理条例の改正 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × -

補 正 予 算 一般、国保、後期高齢者、下水道（各２件、計８件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

人 事 固定資産評価委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

意 見 書 年金制度の改善を求める意見書（請願） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※議長は採決に加わりません。

私はこう判断
（○…賛成、×…反対）

答 問

●
政
治
倫
理
条
例
に
規
定
す
る
対
象
者
は

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
る
べ
き

で
、
副
町
長
、
教
育
長
は
除
外
す
る
。

●
基
本
的
人
権
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
資
産
報
告
書
の
提
出
義
務
者
か
ら

配
偶
者
を
除
外
す
る
。

●
刑
法
事
犯
に
関
す
る
条
文
は
法
に
基
づ

か
な
い
規
定
で
あ
り
削
除
す
る
。

討 論

変更前 変更後

資産報告の
提出義務

・町長、議員、副町長、
教育長とその配偶者

町長、
議員本人
のみ

刑法事犯
逮捕後の
説明会

・説明会の開催が可能
・住民からの説明会開催
請求、質問も可能

削除

町工事への
遵守事項

・町長、議員、副町長、
教育長とその配偶者、
一親等以内の親族企業
は、契約を辞退

副町長、
教育長を
除外

おもな改正の内容

　情報公開の範囲が狭くなり住民
にとってマイナス。議会モニター
との懇談や議会報告会などで住民
意見を聞くべき。

　配偶者も含め資産報告は必要。
議員みずからハードルを下げるべ
きではない。副町長、教育長は権
限が強いので残すべき。

　所管の委員会で議論もしないま
まの提案は容認できない。議会の
あり方、事務局の体制、政治倫理
条例のあり方なども総合的に議論
すべき。

　個人情報保護の観点から、配偶
者の資産報告は必要ない。副町
長、教育長の任命責任は町長にあ
るため、削除しても問題ない。刑
法に反する条文など、上位法に対
する整合性がとれていない。

林

花等

平山

高橋

反 対

賛 成
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　12
月
定
例
会
後
、議
会
運
営
委
員
会

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

声

　多額の補正予算が組まれていた
が、大きな事業は３月の当初予算
で計上するべきでは。

　ふるさと納税が予想以上に伸び
たので1億円の増額。返礼品の予
算も組まなければなりません。国
保会計では重篤な入院患者が増え
て医療費が伸びています。

　本郷保育園の土地購入に関す
る予算が計上されていたが、緊
急性があるのか。

　当初の計画に変更があり、病
後児保育センターはそのまま活
用することになったため、新た
に土地購入のための測量委託料
が計上されました。

　議会だよりに住民団体との懇
談が載るようになり、興味深く
読んでいる。

　意見をお聞きするだけではな
く、議会の公式見解としてきち
んと回答できるような仕組みを
模索しています。

　副町長と教育長が政治倫理条例
の対象から外されたが、議会とし
てどう判断したのか。

　賛成議員の間でも議論になり
ましたが、改正後は選挙で選ば
れた人のみを条例の対象としま
した。

　
大
木
町
庁
舎
に
お
い

て
、
県
南
３
町
の
議
員
合

同
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教

授
か
ら
地
方
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

新
た
な
議
会
運
営
の

　
　
　
　
３
つ
の
原
則

・
住
民
に
開
か
れ
、
住
民
参
加
を

促
進
し
住
民
と
歩
む
議
会
へ

・
質
問
・
質
疑
だ
け
の
場
か
ら
、
議

員
間
討
議
を
重
視
す
る
議
会
へ

・
追
認
機
関
で
は
な
く
、
首
長
と
政

策
競
争
す
る
議
会
へ

議
会
の
権
限

・
条
例（
自
治
体
の
法
律
）の
制
定
・

改
廃

・
予
算
を
定
め
、
決
算
を
認
定

・
主
要
な
計
画
や
執
行
の
承
認

な
ど
、
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
独
善
性
を
排
除
す
る
た

め
、
調
査
研
究
を
お
こ
な
い
、
住

民
と
意
見
を
交
換
し
て
決
定
す
る

こ
と
が
重
要
。

　
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
の
議
会
改
革
で
あ
る
こ
と
。

議
員
の
定
数
・
報
酬
な
ど
も
住
民

と
と
も
に
議
論
し
、
考
え
る
こ
と
。

ま
た
事
務
局
や
議
会
図
書
室
の
充

実
、
主
権
者
教
育
推
進
の
た
め
学

校
と
の
連
携
な
ど
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
・
議
員
の
役
割
」

〜
議
会
改
革
を
住
民
福
祉
の
向
上
に
〜

大
刀
洗
町
・
大
木
町
・
広
川
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
同
研
修
会

モ

議

モ

議

モ

議

モ

議

11
8
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て
い
る
。
大
刀
洗
中
学
校
付
近

の
未
整
備
の
歩
道
が
危
険
な
交

差
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
現

在
測
量
業
務
を
発
注
し
て
い
る
。

課長
　

該
当
行
政
区
や
小

学
校
の
同
意
を
得
て

歩
道
の
位
置
を
決
め
て
い
る
。

平成33年事業完了
と聞いている

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

一 般 質 問

森田　勝典  議員

町政を問う！

322号バイパス工事の
進捗状況は

議員
　

第
１
回
の
住
民
説
明

か
ら
す
で
に
２
年
経
過

し
て
い
る
が
、
バ
イ
パ
ス
の
供
用

開
始
は
い
つ
ご
ろ
か
。
八
丁
峠
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
と
急
激
に

車
両
の
通
行
が
多
く
な
り
交
通

事
故
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

町長
　

事
業
主
体
の
県
は
未

定
と
言
っ
て
い
る
が
、

事
業
完
了
は
平
成
33
年
ご
ろ
と

聞
い
て
い
る
。
も
う
少
し
待
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

議員
　

宅
地
や
農
地
の
地
権

者
と
の
交
渉
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
。

課長
　

順
調
に
事
業
と
し
て

進
ん
で
い
る
と
認
識
し

議員
　

中
学
校
関
係
者
か
ら

強
い
要
望
の
あ
っ
た
歩

道
・
信
号
機
の
設
置
は
実
現
可

能
か
。

町長
　

要
望
書
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
県
土
事

務
所
と
協
議
し
て
い
る
。
努
力

し
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

議員
　

新
し
い
バ
イ
パ
ス

道
路
は
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
と
な
る
が
交
通
安
全

は
万
全
か
。

問.

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
は
万
全
か

要
望
に
も
と
づ
き
協
議

課
長
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て
い
る
。
大
刀
洗
中
学
校
付
近

の
未
整
備
の
歩
道
が
危
険
な
交

差
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
現

在
測
量
業
務
を
発
注
し
て
い
る
。

課長
　

該
当
行
政
区
や
小

学
校
の
同
意
を
得
て

歩
道
の
位
置
を
決
め
て
い
る
。

議員
　

今
村
天
主
堂
周
辺
整

備
の
一
環
と
し
て
、
老

人
ホ
ー
ム
聖
母
園
前
の
町
道
の

拡
幅
や
平
田
商
店
駐
車
場
横
の

水
路
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

課長
　

現
時
点
で
は
町
道
の

拡
幅
計
画
も
な
く
、
行

政
区
か
ら
の
要
望
も
な
い
の
で

拡
幅
は
考
え
て
い
な
い
。

　

水
路
の
整
備
は
行
政
区
か
ら

要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後

現
地
を
確
認
し
検
討
し
た
い
。

議員
　

上
高
橋
区
内
の
町
道

の
拡
幅
を
今
区
の
区
長

が
要
望
で
き
る
の
か
。

課長
　

今
区
長
と
上
高
橋
区

長
が
調
整
し
、双
方
の
同

意
が
取
れ
た
ら
要
望
で
き
る
。

平成33年事業完了
と聞いている

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

以
前
、
町
長
も
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る

奨
学
金
制
度
を
考
え

ら
れ
た
…
。

　

こ
れ
は
心
強
い
。

町長

議員
　

水
路
の
現
地
確
認
や

事
業
実
施
の
検
討
の
時

期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

課長
　

年
内
に
現
地
確
認
を

行
い
、
年
明
け
に
内
容

の
検
討
を
し
た
い
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
し
、
返
済
義
務

の
な
い
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
で
き
な
い
か
。

教育長
　

財
源
の
安
定
性
、
給

付
額
、
給
付
条
件
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、

関
係
課
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

条
例
施
行
規
則
の
見
直

し
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

基
金
は
今
村
天
主
堂
の
保
護

関
連
や
周
辺
整
備
に
も
活
用
で

き
る
の
か
。

平田　康雄  議員

町長
　

大
刀
洗
町
を
身
近
に

感
じ
寄
附
を
促
進
で
き

る
よ
う
、
規
則
の
見
直
し
を
含

め
検
討
中
で
あ
る
。

　

基
金
は
今
村
天
主
堂
の
保
護

関
連
や
周
辺
整
備
に
も
活
用
で

き
る
。 議

員
の

つ
ぶ
や

き

　

子
ど
も
は
国
の
宝
。

地
域
力
で
し
っ
か
り

交
通
事
故
・
事
件
な
ど

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

水路は現地を確認し
検討したい

課長

水路と電柱があり右折が困難

322号バイパス工事の
進捗状況は

天主堂周辺の町道や
水路の整備は

議員
　

第
１
回
の
住
民
説
明

か
ら
す
で
に
２
年
経
過

し
て
い
る
が
、
バ
イ
パ
ス
の
供
用

開
始
は
い
つ
ご
ろ
か
。
八
丁
峠
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
と
急
激
に

車
両
の
通
行
が
多
く
な
り
交
通

事
故
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

町長
　

事
業
主
体
の
県
は
未

定
と
言
っ
て
い
る
が
、

事
業
完
了
は
平
成
33
年
ご
ろ
と

聞
い
て
い
る
。
も
う
少
し
待
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

議員
　

宅
地
や
農
地
の
地
権

者
と
の
交
渉
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
。

課長
　

順
調
に
事
業
と
し
て

進
ん
で
い
る
と
認
識
し

議員
　

中
学
校
関
係
者
か
ら

強
い
要
望
の
あ
っ
た
歩

道
・
信
号
機
の
設
置
は
実
現
可

能
か
。

町長
　

要
望
書
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
県
土
事

務
所
と
協
議
し
て
い
る
。
努
力

し
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

議員
　

新
し
い
バ
イ
パ
ス

道
路
は
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
と
な
る
が
交
通
安
全

は
万
全
か
。

問.

ふ
る
さ
と
納
税
で
奨
学
金
制
度
を

課
題
は
あ
る
が
検
討
し
た
い

教
育
長

本郷では交通量が増加している
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な
い
。

議員
　

昨
年
の
一
般
質
問

で
、
買
い
物
支
援
に
つ

い
て
、「
事
業
者
な
ど
と
も
連

携
し
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

課長
　

ま
だ
庁
舎
内
で
の
協

議
も
進
ん
で
い
な
い
。

課長
　

大
刀
洗
町
地
域
水
田

農
業
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
昨
年
と
同
じ
く
644 

ha
を

目
安
に
配
分
す
る
方
向
。
転
作

奨
励
金
は
、
一
反
あ
た
り

７
５
０
０
円
の
米
の
直
接
支
払

交
付
金
が
廃
止
、
そ
の
他
の
転

作
関
係
の
交
付
金
は
継
続
さ
れ

る
。議員

　

今
後
の
方
向
性
は
。

配
分
な
ど
は
早
め
に
示

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

課長
　

福
岡
県
お
よ
び
福
岡

県
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め

た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

１
人
当
た
り
米
消

費
量
は
118.3
㎏
か
ら
54.6

㎏
と
約
半
分
に
。
米

価
も
下
が
り
農
家
も

減
少
。
何
か
方
法
な

い
も
の
で
す
か
ね
？

検討中だが、方向性など
定まっていない

大豆奨励金は出せるよ
う考えている

町長

黒木　德勝  議員

議員
　

米
の
生
産
調
整
は
昭

和
44
年
か
ら
始
ま
り
、

当
初
は
１
割
減
反
だ
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
50
年
た
っ
て
28
年
度

は
減
反
率
約
46
％
に
な
っ
て
い

る
。
30
年
産
か
ら
廃
止
さ
れ
る

が
、
作
付
け
面
積
の
配
分
と
転

作
奨
励
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

議員
　

大
豆
の
生
産
者
補
助

金
と
営
農
組
織
、
個
人

的
法
人
の
支
援
と
数
は
。

課長
　

町
の
補
助
と
し
て
、

28
年
度
か
ら
土
壌
改
良

剤
散
布
に
３
５
０
０
円
を
交
付

し
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
の
予

定
だ
が
延
長
の
要
望
が
あ
る
。

　

営
農
組
織
は
8
組
織
の
う
ち

法
人
化
が
3
件
。
個
人
の
法
人

化
は
6
件
。
法
人
化
の
支
援
と

し
て
国
か
ら
40
万
円
、
町
と
Ｊ

Ａ
か
ら
各
10
万
円
の
計
60
万
円

を
交
付
し
て
い
る
。

議員
　

土
壌
改
良
剤
の
散

布
は
、
再
度
２
年
く

ら
い
延
長
す
べ
き
と
考
え
る
が

再
検
討
は
。

町長
　

今
年
度
き
り
の
予
定

だ
っ
た
が
、
非
常
に
強

い
要
望
が
出
て
い
る
の
で
、
な

る
べ
く
交
付
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

過
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ご
み
減

量
に
対
す
る
住
民
意
識
の
向
上

を
図
る
。

平成30年産米の生産調整は
　　 交通弱者への支援策の
　　 検討状況は

米の生産は今後どうなるか

議員
　

免
許
証
の
自
主
返
納

と
認
知
症
な
ど
で
更
新

で
き
な
か
っ
た
人
数
は
。

町長
　

小
郡
警
察
署
に
よ
れ

ば
、
自
主
返
納
は
平
成

28
年
が
15
人
、
29
年
は
暫
定
で

16
人
。
認
知
症
に
よ
り
更
新
で

き
な
か
っ
た
数
は
把
握
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。

議員
　

交
通
弱
者
対
策
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
な
ど
の
検
討
は
。

課長
　

社
協
所
有
の
福
祉
バ

ス
や
久
留
米
市
が
運
行

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
と
総
合
的
に
連
携
し
て
何

か
で
き
な
い
か
検
討
中
だ
が
、

方
向
性
な
ど
ま
だ
定
ま
っ
て
い

議員
　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

課長
　

物
を
粗
末
に
し
な

い
、
も
っ
た
い
な
い
の

気
持
ち
の
大
切
さ
を
広
報
な
ど

で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
国
が

進
め
る
３
０
１
０
運
動
の
啓
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

議員
　

町
の
ご
み
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

課長
　

28
年
度
は
、
燃
え
る

ご
み
が
３
千
ト
ン
で
毎

年
微
増
し
て
い
る
。
31
年
度
に

サ
ン
ポ
ー
ト
の
処
理
能
力
を
超

問.

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は

３
０
１
０
運
動
の
啓
発
に
力
を
入
れ
る

町
長

◇
３
０
１
０
運
動
と
は

　

宴
会
な
ど
で
、
最
初
の
30
分
、

終
了
前
の
10
分
を
自
席
で
食
事

す
る
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の

取
り
組
み
。



たちあらい 議会だより  第157号
平成30年２月発行9

議員
　

二
又
川
の
管
理
は

県
の
管
轄
で
あ
る
が
、

24
年
の
水
害
の
と
き
か
ら
ブ
ロ

ッ
ク
が
浮
い
た
り
落
下
し
て
い

て
、
さ
ら
に
セ
ン
ダ
ン
の
木
が

直
径
50
セ
ン
チ
に
な
り
根
の
張

り
に
よ
っ
て
浮
い
て
い
る
。
県

に
対
し
町
は
ど
う
要
請
し
て
い

る
か
。

課長
　

平
成
25
年
か
ら
要

望
が
出
さ
れ
て
お
り
、

町
で
現
地
を
確
認
し
た
の
ち
陳

情
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

迅
速
な
相
続
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政

と
し
て
当
事
者
に
対
し
て
1
年

以
内
の
手
続
き
な
ど
を
指
導
で

き
な
い
か
。

町長
　

早
期
の
相
続
手
続

き
を
う
な
が
す
た
め

の
啓
発
チ
ラ
シ
や
広
報
活
動
、

農
業
者
へ
の
研
修
の
実
施
な
ど

を
検
討
し
た
い
。

議員
　

危
険
家
屋
の
解
体

費
用
や
、
所
有
者
不

明
の
土
地
の
活
用
は
ど
う
考
え

る
か
。

副町長
　

国
土
交
通
省
で
審

議
中
で
あ
り
、
政
府

の
動
き
を
見
な
が
ら
対
応
を
考

え
た
い
。

な
い
。

議員
　

昨
年
の
一
般
質
問

で
、
買
い
物
支
援
に
つ

い
て
、「
事
業
者
な
ど
と
も
連

携
し
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

課長
　

ま
だ
庁
舎
内
で
の
協

議
も
進
ん
で
い
な
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

安丸眞一郎  議員

　　 交通弱者への支援策の
　　 検討状況は

久留米市が運行しているコミュニティバス

　

も
っ
た
い
な
い

の
徹
底
で「
食
品
ロ

ス
削
減
日
本
一
大
刀

洗
！
」こ
ん
な
新
聞

記
事
を
見
た
い
も
の

　

で
す
ね
。

議員
　

町
内
で
は
、
長
年
相

続
手
続
き
が
な
さ
れ
ず

荒
れ
た
農
地
や
宅
地
が
増
加
し

て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
や
危
険

家
屋
の
解
消
の
た
め
に
も
、
条

例
の
制
定
な
ど
で
相
続
や
活
用

を
推
進
で
き
な
い
か
。

町長
　

相
続
未
登
記
の
土
地

や
家
屋
は
全
国
的
な
問

題
だ
が
、
条
例
で
は
対
応
で
き

ず
、
民
法
な
ど
の
抜
本
的
な
改

正
が
望
ま
れ
る
。

　

全
国
に
先
駆
け
条
例

制
定
な
ら
ず
残
念
‼

松熊武比古  議員

民法の改正が必要町長

相続の推進のための
条例整備を

議員
　

免
許
証
の
自
主
返
納

と
認
知
症
な
ど
で
更
新

で
き
な
か
っ
た
人
数
は
。

町長
　

小
郡
警
察
署
に
よ
れ

ば
、
自
主
返
納
は
平
成

28
年
が
15
人
、
29
年
は
暫
定
で

16
人
。
認
知
症
に
よ
り
更
新
で

き
な
か
っ
た
数
は
把
握
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。

議員
　

交
通
弱
者
対
策
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
な
ど
の
検
討
は
。

課長
　

社
協
所
有
の
福
祉
バ

ス
や
久
留
米
市
が
運
行

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
と
総
合
的
に
連
携
し
て
何

か
で
き
な
い
か
検
討
中
だ
が
、

方
向
性
な
ど
ま
だ
定
ま
っ
て
い

議員
　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

課長
　

物
を
粗
末
に
し
な

い
、
も
っ
た
い
な
い
の

気
持
ち
の
大
切
さ
を
広
報
な
ど

で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
国
が

進
め
る
３
０
１
０
運
動
の
啓
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

議員
　

町
の
ご
み
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

課長
　

28
年
度
は
、
燃
え
る

ご
み
が
３
千
ト
ン
で
毎

年
微
増
し
て
い
る
。
31
年
度
に

サ
ン
ポ
ー
ト
の
処
理
能
力
を
超

問.

二
又
川
の
改
修
や
伐
採
は

県
と
町
で
話
し
、前
向
き
に
検
討

課
長

相続の推進で土地の活用を
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

住
宅
建
設
の
提
案

書
を
審
査
し
て
い
る

の
か
極
め
て
疑
問
。

無
駄
な
お
金
を
払
わ

な
い
よ
う
に
し
て
も

　

ら
い
た
い
。

ヒバクシャ署名は
賛同したい

起工式その他の
費用とのこと

課長

平田　利治  議員

議員
　

定
住
促
進
住
宅
の
維

持
管
理
費
の
内
訳
で

は
、
雑
費
・
そ
の
他
の
経
費
と

し
て
218
万
円
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

委
託
費
用
が
216
万
円
、
初
期
入

居
費
用
・
募
集
費
用
が
367
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内

容
は
。

課長
　

契
約
先
の
業
者
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
一
点

目
は
建
物
の
起
工
式
や
落
成

式
、
事
務
所
の
家
賃
な
ど
。
二

点
目
は
建
築
用
の
見
取
り
図
や

通
し
図
、
収
益
や
費
用
の
比
較

表
の
作
成
委
託
費
。
三
点
目
は

入
居
者
募
集
用
チ
ラ
シ
、
新
聞

広
告
費
用
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議員
　

業
者
に
聞
か
な
い

と
分
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
無
責
任
で
は
な
い
か
。

名
目
の
不
明
な
も
の
は
審
査
の

段
階
で
切
る
べ
き
。

　

上
高
橋
住
宅
の
維
持
管
理
は

ス
カ
イ
ラ
ー
ク
菊
池
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ

に
委
託
し
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

課長
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
の
観
点
か
ら
で
き

な
い
。

議員
　

３
棟
目
を
建
設
す

る
と
す
れ
ば
、
管
理

の
あ
り
か
た
も
検
討
す
べ
き
で

は
。町長

　

課
長
が
答
弁
し
た

と
お
り
だ
が
、
可
能

で
あ
れ
ば
考
え
て
も
い
い
。

議員
　

J
A
カ
ン
ト
リ
ー

横
の
陣
屋
川
の
の
り

面
に
家
庭
ゴ
ミ
が
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
。
町
の
対
応
は
。

課長
　

証
拠
物
を
確
認
し

た
場
合
は
、
警
察
に

通
報
し
原
因
者
の
追
及
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
再

発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　

地
元
か
ら
も
相
談
が
あ
り
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
県
に
も
ゴ

ミ
の
撤
去
と
看
板
設
置
を
要
望

し
て
い
く
。

議員
　

政
府
は
北
朝
鮮
の

脅
威
を
強
調
す
る
が
、

町
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
立

場
か
ら
、
軍
事
行
動
を
許
さ
な

い
外
交
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

町長
　

有
事
の
際
の
自
治

体
の
役
割
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
防
災
訓
練

時
に
ミ
サ
イ
ル
対
応
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

課長
　

大
堰
駅
周
辺
の
歩
道

や
本
郷
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
を
整
備
中
。
踏
切
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

た
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

定住促進住宅の
「雑費その他の費用」とは

核兵器廃絶と
平和の国づくりを

議員
　

７
月
に
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
が
採

択
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
は
調

印
し
て
い
な
い
。
全
国
で
は
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
運
動
が
広

が
り
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

に
は
985
市
町
村
長
が
署
名
し
て

い
る
。
自
治
体
ぐ
る
み
で
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ

る
。
非
核
自
治
体
宣
言
の
周
知

な
ど
町
の
方
針
は
。

町長
　

外
交
や
安
全
保
障

は
国
の
専
権
事
項
で

あ
り
、
禁
止
条
約
へ
の
対
応
は

政
府
が
総
合
的
に
判
断
し
た
も

の
と
思
う
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
に
は
賛
同
し
た
い
。

　

当
町
は
昭
和
61
年
に
非
核
宣

言
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

周
知
や
啓
発
は
今
後
検
討
し
た

い
。

議員
　

西
鉄
甘
木
線
の
今
後

に
つ
い
て
、
事
業
者
と

の
具
体
的
な
協
議
事
項
は
。

町長
　

甘
木
線
は
平
成
４
年

比
で
乗
客
が
約
４
割
減

少
し
て
お
り
、
た
だ
ち
に
廃
線

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
今

年
か
ら
沿
線
自
治
体
と
西
鉄
で

活
性
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。
12
月
か
ら
役
場
駐
車
場
を

利
用
し
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

事
業
を
開
始
す
る
。

議員
　

駅
周
辺
の
整
備
や
安

全
対
策
も
急
務
で
は
な

い
か
。

問.

西
鉄
甘
木
線
の
今
後
は

利
用
増
を
目
指
し
西
鉄
と
協
議
中

町
長

問.

陣
屋
川
の
不
法
投
棄
対
策
は

県
と
も
連
携
し
対
応

課
長

家庭ゴミが散乱している
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

平山　賢治  議員

議員
　

政
府
は
北
朝
鮮
の

脅
威
を
強
調
す
る
が
、

町
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
立

場
か
ら
、
軍
事
行
動
を
許
さ
な

い
外
交
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

町長
　

有
事
の
際
の
自
治

体
の
役
割
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
防
災
訓
練

時
に
ミ
サ
イ
ル
対
応
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　

平
和
の
問
題
で
も
、

交
通
の
問
題
で
も
、住

民
の
生
活
と
生
命
を

守
る
立
場
で
政
府
に

も
毅
然
と
意
見
を
。　

議員
　

７
月
に
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
が
採

択
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
は
調

印
し
て
い
な
い
。
全
国
で
は
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
運
動
が
広

が
り
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

に
は
985
市
町
村
長
が
署
名
し
て

い
る
。
自
治
体
ぐ
る
み
で
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ

る
。
非
核
自
治
体
宣
言
の
周
知

な
ど
町
の
方
針
は
。

町長
　

外
交
や
安
全
保
障

は
国
の
専
権
事
項
で

あ
り
、
禁
止
条
約
へ
の
対
応
は

政
府
が
総
合
的
に
判
断
し
た
も

の
と
思
う
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
に
は
賛
同
し
た
い
。

　

当
町
は
昭
和
61
年
に
非
核
宣

言
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

周
知
や
啓
発
は
今
後
検
討
し
た

い
。

議員
　

西
鉄
甘
木
線
の
今
後

に
つ
い
て
、
事
業
者
と

の
具
体
的
な
協
議
事
項
は
。

町長
　

甘
木
線
は
平
成
４
年

比
で
乗
客
が
約
４
割
減

少
し
て
お
り
、
た
だ
ち
に
廃
線

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
今

年
か
ら
沿
線
自
治
体
と
西
鉄
で

活
性
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。
12
月
か
ら
役
場
駐
車
場
を

利
用
し
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

事
業
を
開
始
す
る
。

議員
　

駅
周
辺
の
整
備
や
安

全
対
策
も
急
務
で
は
な

い
か
。

議員
　

日
本
に
お
け
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
拡
大
は
、
小
学
校
で
始
ま
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
家
庭
で

成
人
や
高
齢
者
に
感
染
し
て
い

く
。
予
防
接
種
率
を
上
げ
る
た

め
子
ど
も
た
ち
を
助
成
対
象
に

加
え
る
べ
き
で
は
。

課長
　

経
費
と
し
て
約
600
万

円
か
か
る
。
財
政
当
局

と
も
検
討
す
る
必
要
も
あ
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
町
と
し
て
は

助
成
を
行
う
考
え
は
な
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議員
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
啓
発
活

動
は
。

課長
　

町
の
広
報
誌
や
町

内
の
回
覧
板
で
住
民

の
方
々
に
周
知
し
て
い
る
。

議員
　

65
歳
以
上
の
人
や
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
障
害
を
有
す
る
予
防

接
種
の
対
象
者
に
、
は
が
き
な

ど
で
個
別
に
啓
発
し
合
併
症
な

ど
の
重
症
化
予
防
を
行
え
な
い

か
。課長

　

法
律
上
の
義
務
は

な
く
、
郵
送
料
だ
け

で
も
約
34
万
円
か
か
る
の
で
、

個
別
通
知
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

「
老
人
の
最
後
の
命

の
灯
を
消
す
疾
患
」。

弱
者
を
危
険
に
さ
ら

す
こ
と
の
な
い
啓
発

　

活
動
を
。

議員
　

職
員
サ
ー
ビ
ス
の

標
準
化
は
。

課長
　

職
員
間
で
業
務
の
疑　
　
　

問
点
や
対
応
を
話
し
合

い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

高橋　直也  議員

議員
　

住
民
の
立
場
で
物

事
を
考
え
行
動
す
る

こ
と
を
念
頭
に
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

助成の考えはない課長

子どもたちを
予防接種の助成対象に

窓口対応の充実を

問.

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る

課
長

全国で首長の賛同が広がっている



追跡
リポート

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
片
ノ
瀬
橋
下
流
）の

占
用
許
可
が
31
年
度
に
切
れ
る
が
、継
続
し

て
町
民
に
開
放
し
有
効
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　現
在
使
用
し
て
い
る
団
体
と
国
交
省
と
の

三
者
会
議
で
調
整
し
て
い
る
。今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
次
回
の
体
育
協
会
で
議
題
と

し
て
取
り
上
げ
る
予
定
。

※

11
月
の
社
会
教
育
委
員
会
で
は
、今
後
も

存
続
さ
せ
る
べ
き
と
の
結
果
が
出
て
い
る

と
の
追
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　

  

答
検
討
中

　一般質問で、町長などが「検討
する」と回答した内容について、
その後の対応状況を３か月以内に
報告してもらうことができます。
　質問に対する町の回答を報告し
ます。

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
が
県

事
業
と
な
る
が
、

①
国
民
健
康
保
険
税
額
の
試
算
は
で
き
て

い
る
か

②
法
定
外
繰
り
入
れ
の
検
討
は

③
国
保
税
の
算
定
方
法
は
ど
う
な
る
か

　標
準
保
険
税
率
な
ど
が
県
か
ら
提
示
さ

れ
し
だ
い
、試
算
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の変更

後
は

（
平
山
賢
治
議
員
、
平
成
29
年
９
月
議
会
）

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の有効

活
用
を

（
安
丸
眞
一
郎
議
員
、
平
成
29
年
９
月
議
会
）

検
討
中

答
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

手
話
通
訳
設
置
は

聴
覚
障
が
い
者
の
切

な
る
願
い
で
す
。

慎重に検討する町長

花等　順子  議員

議員
　

障
害
者
差
別
解
消

法
が
で
き
て
、
障
が

い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
が
義
務

付
け
ら
れ
た
が
、
聴
覚
障
が
い

者
へ
の
町
の
対
応
は
。

課長
　

窓
口
で
は
筆
談
や

手
話
が
で
き
る
職
員

が
対
応
す
る
ほ
か
、
県
の
手
話

奉
仕
員
派
遣
事
業
を
利
用
し
て

い
る
。

議員
　

手
話
が
で
き
る
こ

と
と
手
話
通
訳
が
で

き
る
こ
と
は
違
う
。
聴
覚
障
が

い
者
に
と
っ
て
筆
談
は
と
て
も

難
解
な
こ
と
で
あ
る
。
県
内
の

60
自
治
体
の
う
ち
、
34
自
治
体

で
手
話
通
訳
士
な
ど
を
設
置
し

て
い
る
。
町
単
独
で
の
設
置
が

難
し
け
れ
ば
、
小
郡
市
に
業
務

委
託
す
る
か
連
携
し
て
、
本
町

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
。

町長
　

人
を
配
置
す
る
こ
と

は
、
金
も
か
か
る
こ
と

だ
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

課長
　

小
郡
市
に
確
認
を
と

る
こ
と
は
可
能
な
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
進
め
た
い
。

議員
　

地
域
づ
く
り
が
始
ま

っ
て
８
年
目
と
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

町長
　

行
政
と
連
携
し
て
地

域
の
自
主
性
や
主
体
性

が
育
ま
れ
て
き
た
。

議員
　

本
町
は
区
長
制
度
を

と
っ
て
い
る
が
、
合
議

制
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度

に
移
行
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

町長
　

区
長
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ど
ち
ら
も
地
域
づ

く
り
に
は
重
要
な
の
で
、
区
長
制

の
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

行
政
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

一
人
ひ
と
り
が
地
域
づ
く
り
を
自

分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
絆
や

つ
な
が
り
を
深
め
て
ほ
し
い
。

手話通訳士の設置を

当町議会も手話通訳あり

問.

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は

地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
を
深
め
て
ほ
し
い

町
長



追跡
リポート

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
片
ノ
瀬
橋
下
流
）の

占
用
許
可
が
31
年
度
に
切
れ
る
が
、継
続
し

て
町
民
に
開
放
し
有
効
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　現
在
使
用
し
て
い
る
団
体
と
国
交
省
と
の

三
者
会
議
で
調
整
し
て
い
る
。今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
次
回
の
体
育
協
会
で
議
題
と

し
て
取
り
上
げ
る
予
定
。

※

11
月
の
社
会
教
育
委
員
会
で
は
、今
後
も

存
続
さ
せ
る
べ
き
と
の
結
果
が
出
て
い
る

と
の
追
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　

  

答
検
討
中

　一般質問で、町長などが「検討
する」と回答した内容について、
その後の対応状況を３か月以内に
報告してもらうことができます。
　質問に対する町の回答を報告し
ます。

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
が
県

事
業
と
な
る
が
、

①
国
民
健
康
保
険
税
額
の
試
算
は
で
き
て

い
る
か

②
法
定
外
繰
り
入
れ
の
検
討
は

③
国
保
税
の
算
定
方
法
は
ど
う
な
る
か

　標
準
保
険
税
率
な
ど
が
県
か
ら
提
示
さ

れ
し
だ
い
、試
算
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の変更

後
は

（
平
山
賢
治
議
員
、
平
成
29
年
９
月
議
会
）

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の有効

活
用
を

（
安
丸
眞
一
郎
議
員
、
平
成
29
年
９
月
議
会
）

検
討
中

答

～福岡県町村議長会研修会～

一般質問は争点提起の場

「政策議会のための質問力」

と題して、龍谷大学政策学

部教授の土山希美枝氏から一般

質問のあり方について講演を受

けました。

　一般質問は、すべての議員が

町政全般について質問できる機

会であり、執行部の公式見解を

得ることができますが、

●町を良くするために問いただ

し、機能を果たしているか。

●公表数字を確認するだけの質

問や個別的すぎる質問になって

いないか。

●合理的な根拠のない批判や、

町が関知できない事業の質問に

なっていないか。

●自身の政治信条の演説に終始

していないか。

などの問題提起がありました。

　また、質問を議員個人の見解

とせず、議会としての政策提言に

生かすべきことや、同じテーマで

あっても複数の議員が異なる視

点で質問することの重要性が述

べられました。

　町の政策課題についての争点

提起の場になるよう、３月議会で

はそれぞれの議員が研修の成果

を出せるようにしたいものです。

1
15

視察を受け入れました
　議会の広報活動について、県
外の多くの議会から視察にお越
しいただいています。親しみや
すく、分かりやすい紙面づくり
や、インターネットなど多様な手
段の活用について、活発に意見
交換しています。

11月

1月

2月

熊本県西原村

鹿児島県日置市

宮崎県綾町

熊本県嘉島町

佐賀県太良町
（予定）

双方の経験を交流（西原村）

日置市のみなさんと

たちあらい 議会だより  第157号
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　中山間地域で 20 年前は限界集落予備軍

でしたが、現在は市の補助を受けずに自立

した活動を続けています。集落のリーダー

である豊重哲郎さんより説明を受けまし

た。財源確保のため耕作放棄地を活用した

芋焼酎の販売をはじめ、空き家を利用した

芸術家の招致、高齢者ひとり世帯への通報

装置の設置、公民館での葬儀など、自治活

動としてさまざまな取り組みが実行されて

います。人口減少の中、住民が納得した上

で自立に向かい、「みんなが主役」という言

葉が地域づくりの原点とのことでした。

　県の町村議長会が主催する広報研修会

が開かれ、全県から200名が参加しまし

た。議会だよりのあり方と効果ある編集の

手法について、グラフィックデザイナーの

長岡光弘氏より指導を受けました。

　午後は10町村の議会だよりに対して個

別の添削があり、たちあらい議会だよりは

表紙や段落の改善、見出しの整理、住民

意見の反映の手法などアドバイスを受け

ました。また、全国ではインターネットと

の連携の強化も進んでおり改善が必要と

感じました。

　市営住宅が老朽化したため、新たに建設

中です。PFI方式を使う目的は、子育て支

援住宅として公民連携による学童施設やマ

マカフェを併設するためとのことでした。

具体的な整備概要と経緯について説明を受

けました。

（PFI：民間資金主導の略。民間の資金、人材、

ノウハウ等を活用して、より良い公共サービス

を住民に提供しようという制度）

・民間のノウハウや国の補助金を活用

して、公共サービスの質の向上を図

ること

・「みんなが主役」となる地域づくり推進

・今村天主堂を生かした自主財源づくり

・専門業者と提携したブランドづくり

効果ある広報紙の発行のために

総務文教厚生委員会さらなる委員会活性化へ

監査
  委員全国監査研修会へ参加

町村議会議長全国大会

正副委員長を交代

やねだん集落10 24

10 25

今後の活動計画を具体化10
25

PFI方式で市営住宅建設

11 1～2

11 20～22

　これからの委員会活動及び次年度の活

動計画を審議しました。大規模改修工事が

完了した大堰小の視察を年度内に実施する

こと、また、消防団との意見交換会に先立

ち、町の消防・防災に関する担当課への所

管事務調査を申し合わせました。

　次年度の活動計画としては、引き続き

「学校教育」「ごみ問題」をテーマに先

行自治体の取り組みを調査研究すること

としています。

ココを
生かす

・表紙などレイアウト、見出しの改善

・住民意見に対し、議会としての対応の検討

・ウェブサイトでの情報の強化、連携

ココを
生かす

ココを
生かす

議会広報委員会

議会改革特別委員会

鹿屋市の地域づくりとPFI事業を調査建設経済委員会

やねだん集落にて、地域おこしの歴史を学ぶ

各種団体との意見交換
（28年度：PTA役員 29年度：座・たちあらい楽集塾）

県の広報研修に参加11
17

10
２

　　　　　地方自治法の改正点、監査実務、

滞納の適正管理など、研修内容は多岐に渡

りました。

　監査部門では、監査の必要性や責任は増

す一方でありながら全国的な統一基準がな

いという問題を抱えており、地方自治法の

改正で監査制度の強化を進めて解決を目指

しています。

 今回の法改正点

①内部統制の充実

　(ミスや不正が起こらない組織体制づくり) 

②監査制度の強化

　( 監査専門委員の任命、外部監査の導入 )

　どちらも簡単ではない内容ですが、少し

ずつ改善し導入していきたいと思います。

　　　　　東日本大震災および熊本地震

の復旧復興と大規模災害対策の確立、地方

創生のさらなる推進などを特別決議しまし

た。また、九州地方における交通網の整備

促進や、議員のなり手確保に関する重点要

望を採択しました。

地方自治法施行70周年記念式典
　地方自治功労者表彰や地方公共団体代表

の決意表明のあと、人口減少社会における

地方自治制度のあり方をテーマにシンポジ

ウムが行われました。

長野委員長より辞任の申し出があり、

新たに正副委員長を互選しました。

新　　委員長　高橋直也

新　副委員長　平田利治
メルパルクホール東京にて開催

紙面を添削してもらいました

議 長

委 員 会 レポート

たちあらい 議会だより  第157号
平成30年２月発行 14



　中山間地域で 20 年前は限界集落予備軍

でしたが、現在は市の補助を受けずに自立

した活動を続けています。集落のリーダー

である豊重哲郎さんより説明を受けまし

た。財源確保のため耕作放棄地を活用した

芋焼酎の販売をはじめ、空き家を利用した

芸術家の招致、高齢者ひとり世帯への通報

装置の設置、公民館での葬儀など、自治活

動としてさまざまな取り組みが実行されて

います。人口減少の中、住民が納得した上

で自立に向かい、「みんなが主役」という言

葉が地域づくりの原点とのことでした。

　県の町村議長会が主催する広報研修会

が開かれ、全県から200名が参加しまし

た。議会だよりのあり方と効果ある編集の

手法について、グラフィックデザイナーの

長岡光弘氏より指導を受けました。

　午後は10町村の議会だよりに対して個

別の添削があり、たちあらい議会だよりは

表紙や段落の改善、見出しの整理、住民

意見の反映の手法などアドバイスを受け

ました。また、全国ではインターネットと

の連携の強化も進んでおり改善が必要と

感じました。

　市営住宅が老朽化したため、新たに建設

中です。PFI方式を使う目的は、子育て支

援住宅として公民連携による学童施設やマ

マカフェを併設するためとのことでした。

具体的な整備概要と経緯について説明を受

けました。

（PFI：民間資金主導の略。民間の資金、人材、

ノウハウ等を活用して、より良い公共サービス

を住民に提供しようという制度）

・民間のノウハウや国の補助金を活用

して、公共サービスの質の向上を図

ること

・「みんなが主役」となる地域づくり推進

・今村天主堂を生かした自主財源づくり

・専門業者と提携したブランドづくり

効果ある広報紙の発行のために

総務文教厚生委員会さらなる委員会活性化へ

監査
  委員全国監査研修会へ参加

町村議会議長全国大会

正副委員長を交代

やねだん集落10 24

10 25

今後の活動計画を具体化10
25

PFI方式で市営住宅建設

11 1～2

11 20～22

　これからの委員会活動及び次年度の活

動計画を審議しました。大規模改修工事が

完了した大堰小の視察を年度内に実施する

こと、また、消防団との意見交換会に先立

ち、町の消防・防災に関する担当課への所

管事務調査を申し合わせました。

　次年度の活動計画としては、引き続き

「学校教育」「ごみ問題」をテーマに先

行自治体の取り組みを調査研究すること

としています。

ココを
生かす

・表紙などレイアウト、見出しの改善

・住民意見に対し、議会としての対応の検討

・ウェブサイトでの情報の強化、連携

ココを
生かす

ココを
生かす

議会広報委員会

議会改革特別委員会

鹿屋市の地域づくりとPFI事業を調査建設経済委員会

やねだん集落にて、地域おこしの歴史を学ぶ

各種団体との意見交換
（28年度：PTA役員 29年度：座・たちあらい楽集塾）

県の広報研修に参加11
17

10
２

　　　　　地方自治法の改正点、監査実務、

滞納の適正管理など、研修内容は多岐に渡

りました。

　監査部門では、監査の必要性や責任は増

す一方でありながら全国的な統一基準がな

いという問題を抱えており、地方自治法の

改正で監査制度の強化を進めて解決を目指

しています。

 今回の法改正点

①内部統制の充実

　(ミスや不正が起こらない組織体制づくり) 

②監査制度の強化

　( 監査専門委員の任命、外部監査の導入 )

　どちらも簡単ではない内容ですが、少し

ずつ改善し導入していきたいと思います。

　　　　　東日本大震災および熊本地震

の復旧復興と大規模災害対策の確立、地方

創生のさらなる推進などを特別決議しまし

た。また、九州地方における交通網の整備

促進や、議員のなり手確保に関する重点要

望を採択しました。

地方自治法施行70周年記念式典
　地方自治功労者表彰や地方公共団体代表

の決意表明のあと、人口減少社会における

地方自治制度のあり方をテーマにシンポジ

ウムが行われました。

長野委員長より辞任の申し出があり、

新たに正副委員長を互選しました。

新　　委員長　高橋直也

新　副委員長　平田利治
メルパルクホール東京にて開催

紙面を添削してもらいました

議 長

委 員 会 レポート
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

３月１日（木）～19日（月）

    　３月５日（月）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/
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編
集
後
記

の

　

18
歳
に
な
っ
て
選
挙
権

を
得
ま
し
た
が
。

　

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
の
は
、
私
が

高
校
３
年
在
学
中
で
し
た
。
近
隣

の
う
き
は
市
長
選
が
全
国
で
初
め

て
の
選
挙
と
な
り
ク
ラ
ス
で
も
話

題
に
な
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
直
後
に
参
議
院
選
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
は
18
歳
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
衆
議

院
総
選
挙
が
私
に
と
っ
て
の
最
初

の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
候

補
者
に
投
票
す
れ
ば
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
よ
く
な
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
分
に

与
え
ら
れ
た
権
利
は
行
使
し
よ
う

と
投
票
は
行
い
ま
し
た
。
今
後
は

社
会
人
と
し
て
し
っ
か
り
選
挙
に

向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
刀
洗
町
の
イ
メ
ー
ジ

と
今
後
に
つ
い
て
。

　

自
然
豊
か
で
農
業
の
町

で
す
ね
。
四
季
折
々
の
お

い
し
い
食
べ
物
を
食
べ
て
成
長
し

ま
し
た
。
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
者
に
と
っ

て
楽
し
め
る
も
の
は
少
な
い
よ
う

で
す
。
学
生
の
時
は
映
画
や
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
車
を
運
転
す
る
よ

う
に
な
っ
て
不
自
由
を
感
じ
る
こ

と
な
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
は
な

に
か
と
不
便
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
豪
雨
災
害
も
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
が
楽
し
く
安
全
に

生
活
し
や
す
い「
ふ
る
さ
と
」
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
」を
観

た
。早
春
の
北
海
道
、幼
い
姉
妹
が
牛

乳
を
買
い
に
行
く
。荷
物
は
重
く
、雨

が
降
っ
て
き
て
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
り
、

と
う
と
う
泣
き
出
し
た
。で
も
「
が

ん
ば
る
ほ
う
が
楽
し
い
ん
だ
よ
」と

励
ま
し
あ
う
二
人
に
涙
し
た
。

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
議
会
だ

よ
り
の
編
集
を
し
た
。「
委
員
じ
ゃ
な

い
ほ
う
が
気
軽
だ
っ
た
の
に
…
」と

思
わ
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、が
ん

ば
っ
た
ほ
う
が
楽
し
い
と
思
い
直
し

た
。出
来
ば
え
は
い
か
に
？
ご
意
見

を
…
。　
　
　
　
　
　
　
　（
花
等
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

林
　
　

威

範

安

丸

眞

一

郎

平

田

康

雄

花

等

順

子

楽
し
く
安
全
な

「
ふ
る
さ
と
」へ

山
隈   

髙
松 

大た
い

希き

さ
ん

　

中
学
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で

す
。
寒
い
な
か
で
も
が
ん
ば
る
！


